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那珂川町富山地区
では、「岩うちわ」
の群生を見ることが
できます。３月下旬
から４月上旬に、花
茎を伸ばして淡いピ
ンク色の花を咲かせ
ます。名前は、葉の
かたちが団扇に似て
いることからつけら
れました。
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夢
・
希
望
・
安
心

茂木町長

古口 達也
こ ぐち たつ や

巻頭言巻頭言
　

茂
木
町
は
、
里
山
や
棚
田
に
代
表
さ
れ

る
豊
か
な
自
然
、
城
下
町
の
面
影
を
残
す

市
街
地
、
全
国
モ
デ
ル
道
の
駅
に
選
定
さ

れ
た
「
道
の
駅
も
て
ぎ
」、
世
界
に
誇
れ
る

「
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
」
な
ど
、
魅
力
あ

る
資
源
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ま
ち
づ
く

り
の
テ
ー
マ
を
『
子
ど
も
に
は
夢
を 

若
者

に
は
希
望
を 

お
年
寄
り
に
は
安
心
を
』
と

し
「
定
住
、
雇
用
、
子
育
て
、
教
育
、
健
康
、

環
境
、
観
光
」
の
７
つ
の
重
点
項
目
を
掲

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
中
の
「
健
康
」
に
つ
い
て
、
世
界
保

健
機
関
は
「
病
気
で
な
い
と
か
、
弱
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
肉
体
的

に
も
、
精
神
的
に
も
、
そ
し
て
社
会
的
に
も
、

す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
全
町
民
が
健
康
で
あ

る
こ
と
は
私
の
願
い
で
あ
り
、
理
想
で
は

あ
り
ま
す
が
、
現
実
は
難
し
い
も
の
で
す
。

町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、「
笑
い
ヨ
ガ
お

楽
し
み
講
座
」
や
健
康
づ
く
り
を
ポ
イ
ン

ト
に
す
る
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」、
町

民
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
健
康

体
操
教
室
」
な
ど
多
様
な
健
康
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
じ
て
、町
民
一
人
ひ
と
り
の
「
健
康
寿
命
」

を
延
ば
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
つ
い

て
で
す
が
、
医
療
機
関
の
受
診
率
及
び
１

人
当
た
り
の
医
療
費
は
栃
木
県
内
で
も
高

い
数
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
要
因
と
し

て
は
、
加
入
者
の
高
年
齢
化
や
医
療
技
術

の
高
度
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
適
正

な
医
療
受
診
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
病
気

の
予
防
や
疾
病
の
早
期
発
見
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
特
定
健
診
の
受

診
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改
善
や
発
症
予
防
、

対
象
者
へ
の
的
確
な
特
定
保
健
指
導
、
運

動
習
慣
の
定
着
を
図
る
な
ど
、
健
康
で
あ

る
た
め
の
自
己
管
理
が
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
も
継
続
し
て
い

く
べ
き
課
題
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
年
度
は
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
た
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
保
健
事
業
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
健

康
維
持
増
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

先
述
の
と
お
り
、
医
療
費
の
増
加
に
よ

り
、
本
町
に
お
い
て
も
財
政
運
営
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
国

保
制
度
改
革
以
後
も
町
民
に
過
度
な
負
担

を
か
け
ず
、
健
康
な
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ

う
、
一
番
身
近
な
保
険
者
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
茂
木
町
民
憲
章
に
あ
る
「
健

康
な
体
と
、
ゆ
と
り
あ
る
心
を
育
て
、
明

る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
す
」
を
町
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
実
践
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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議長の真瀬野木町長 来賓の江﨑国保医療課長

す
る
交
付
割
合
が
全
国
一
高
い
状
況
が
平

成
20
年
度
よ
り
続
い
て
い
る
（
平
成
27
年

度
比
較
で
は
全
国
平
均
の
倍
以
上
の
交
付

率
）。
収
納
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
低

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
圧
倒
的
に
資
格
証
の

交
付
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
、
保
険
者
に

お
け
る
業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て
言
及
す

る
と
と
も
に
、
今
後
は
、
収
納
率
の
向
上

と
併
せ
て
資
格
証
の
交
付
率
を
下
げ
る
努

力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、 

協
働
を
求
め

た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

　

本
総
会
で
は
議
長
に
野
木
町
長
の
真
瀬

宏
子
氏
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件
と
議

決
事
項
25
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
し
、
全

議
案
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

２
月
22
日
（
水
）、
国
保
連
合
会
大
会
議

室
に
お
い
て
平
成
28
年
度
本
会
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
、
議
決
事
項
25
議
案
す
べ
て

が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

制
度
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
対
し

速
や
か
な
対
応
を
実
施

　

は
じ
め
に
、
佐
藤
栄
一
理
事
長
（
宇
都
宮

市
長
）
は
、
国
の
社
会
保
障
充
実
策
に
つ

い
て
触
れ
、
消
費
税
増
税
の
延
期
に
よ
り

平
成
31
年
10
月
ま
で
は
財
源
不
足
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
と
す
る
一
方
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
・
市

町
村
の
繰
り
返
し
の
要
望
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
国
保
の
減
額
調
整
措
置
を
実

施
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
の

よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情

勢
の
も
と
、
新
制
度
施
行
に
向
け
本
格
的

な
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
県
及
び
県
内

保
険
者
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
な
が
ら
、
特

に
制
度
改
革
に
関
連
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
事
業

を
実
施
し
て
参
り
た
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
で
あ
る
栃
木
県
保
健
福
祉

部
国
保
医
療
課
長
江
﨑
牧
身
氏
か
ら
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
財
政

支
援
の
減
額
に
関
し
、
財
政
安
定
化
基
金

へ
の
確
実
な
積
み
増
し
の
履
行
に
向
け
た

要
請
活
動
を
、
今
後
も
継
続
す
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
前
倒
し
で
実
施
さ
れ
、
平

成
30
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
保
険
者
努
力

支
援
制
度
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
中
で
も

国
保
固
有
の
指
標
で
あ
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
策
定
が
、
今
年
度
末
ま
で
に
24
保

険
者
が
実
施
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
と
し
、

保
険
者
の
取
り
組
み
に
対
し
感
謝
を
述
べ

た
。

　

続
い
て
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
（
＝

資
格
証
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
話
し
た
。

本
県
の
資
格
証
交
付
率
は
、
全
世
帯
に
対

平
成
28
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
可
決
承
認

開会挨拶をする
佐藤理事長
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平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
  Ⅰ 報告事項
報告第１号　理事長専決事項報告について

１　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予
算補正について

２　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する
診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

３　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医
療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

４　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給
付費支払勘定）歳入歳出予算補正について

報告第２号　規則、規程の制定及び規則の一部改正について
１　栃木県国民健康保険団体連合会職員育児休業等に関する規則の一部改正について
２　栃木県国民健康保険団体連合会職員介護休業等に関する規則の一部改正について
３　栃木県国民健康保険団体連合会職員等旅費規則の一部改正について
４　栃木県国民健康保険団体連合会特定健診受診率向上支援事業規則の制定について
５　栃木県国民健康保険団体連合会特定個人情報等取扱規程の制定について
６　栃木県国民健康保険団体連合会事務局組織規則の一部改正について
７　栃木県国民健康保険団体連合会負担金及び手数料の賦課徴収規則の一部改正について

  Ⅱ 議決事項
議案第１号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計画について
議案第２号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について
議案第３号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算について
議案第４号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算に

ついて
議案第５号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会

計歳入歳出予算について
議案第６号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳

入歳出予算について
議案第７号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算について
議案第８号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算に

ついて
議案第９号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出予算

について
議案第10号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出予算について
議案第11号　栃木県国民健康保険団体連合会積立金の処分について
議案第12号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会運営資金の一時借入について
議案第13号　理事長専決事項委任について
議案第14号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
議案第15号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算

補正について
議案第16号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険診療報酬支

払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第17号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診

療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第18号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定）歳

入歳出予算補正について
議案第19号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（後期高齢者医

療診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第20号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療

に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第21号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会

計歳入歳出予算補正について
議案第22号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費支払勘

定）歳入歳出予算補正について
議案第23号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給付

費支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第24号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害児給付費

支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第25号　平成28年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出予算

補正について

  Ⅲ その他
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平
成
29
年
度
栃
木
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
事
業
計
画

１　

基
本
方
針

　

国
民
健
康
保
険
は
、
我
が
国
の
医
療
保

険
制
度
の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域

住
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
増
進

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
保
険
制
度
を
め
ぐ

る
情
勢
は
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
、
医

療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療
費
は
増

高
し
、
加
え
て
経
済
基
調
の
変
化
に
伴
い
、

医
療
費
の
伸
び
と
経
済
成
長
と
の
不
均
衡

が
拡
大
す
る
な
ど
医
療
保
険
財
政
、
と
り

わ
け
国
保
財
政
は
そ
の
構
造
的
要
因
に
よ

り
他
制
度
に
比
較
し
て
大
変
深
刻
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
国
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年

５
月
の
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構

築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一

部
の
改
正
に
続
き
、「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
」（
骨
太
方
針
２
０
１
６
）

に
掲
げ
ら
れ
た
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の

適
正
化
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
、
負
担

能
力
に
応
じ
た
公
平
な
負
担
、
給
付
の
適

正
化
、
薬
価
・
調
剤
等
の
診
療
報
酬
及
び

医
薬
品
等
の
改
革
項
目
等
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

一
方
、
世
代
間
・
世
代
内
の
負
担
の
公
平

や
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
観

点
か
ら
、
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
厚
労
省
で
は
、
32
年

度
か
ら
健
康
・
医
療
・
介
護
の
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
を
連
結
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
を
稼
働

さ
せ
る
た
め
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
推
進

本
部
」
を
設
置
し
た
。
今
夏
に
も
検
討
結

果
を
ま
と
め
政
府
の
骨
太
方
針
や
成
長
戦

略
に
反
映
す
る
考
え
で
、
今
年
度
中
に
関

連
法
案
提
出
を
目
指
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
介
護
保
険
制

度
見
直
し
に
向
け
た
議
論
を
本
格
化
さ
せ
、

今
年
の
通
常
国
会
に
関
連
法
案
を
提
出
す

る
方
針
で
、
平
成
30
年
度
の
実
施
を
目
指

し
て
い
る
。

　

本
会
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
に
柔

軟
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た

り
保
険
者
の
共
同
目
的
達
成
機
関
と
し
て

の
役
割
と
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
念
頭
に
、

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
給
付
費
等
の
審
査
支
払
業
務
の
充
実
・
強

化
を
は
じ
め
、
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進
、

保
健
事
業
の
支
援
強
化
な
ど
国
民
健
康
保

険
事
業
の
安
定
運
営
の
確
保
に
向
け
て
組

織
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険

者
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、
よ
り
一
層
の
適
正
な
事
業
運
営
と
更

な
る
保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画

は
、
保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
国
保
連

合
会
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
と

お
り
重
点
目
標
及
び
そ
の
取
り
組
み
方
針

を
定
め
、
そ
の
企
画
・
運
営
・
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
常
に
保
険
者
の
満
足
度
を
高
め
る

工
夫
、
価
値
あ
る
情
報
の
提
供
な
ど
に
留

意
し
な
が
ら
保
険
者
の
期
待
に
沿
っ
た
成

果
を
あ
げ
、
負
託
に
応
え
る
も
の
と
す
る
。

２　

重
点
目
標

⑴
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

　

保
険
者
の
意
を
体
し
、
安
定
し
た
国
民

健
康
保
険
事
業
運
営
に
向
け
た
事
業
・
運

動
の
展
開

⑵
成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払
事
業

等
の
展
開

　

査
定
率
向
上
を
意
識
し
た
効
率
的
な
レ

セ
プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
・
審
査
精
度
の

向
上
及
び
審
査
支
払
業
務
・
事
務
代
行
業

務
の
効
率
的
推
進

⑶
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
の
拡

充
及
び
各
種
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

⑷
実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強
化

と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適

正
執
行

　

総
合
的
保
健
事
業
支
援
の
充
実
、
医
療

デ
ー
タ
の
情
報
提
供
及
び
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
及
び
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理

業
務
の
適
正
執
行

⑸
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
関

係
業
務
の
適
正
執
行

　

介
護
給
付
適
正
化
対
策
事
業
の
積
極
的

な
推
進
、
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務
及

び
障
害
者
総
合
支
援
給
付
費
支
払
業
務
の

適
正
執
行
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

⑹
新
規
事
業
へ
の
対
応

　

保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
へ
の

弾
力
的
対
応

⑺
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務
運

営
等
の
整
備

　

総
合
的
・
効
果
的
に
事
業
を
展
開
す
る

た
め
の
組
織
体
制
の
整
備
、
職
員
の
資
質

の
向
上
、
事
務
運
営
等
の
改
善
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３　

重
点
目
標
の
取
り
組
み
方
針

⑴
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

　

国
民
健
康
保
険
運
営
の
都
道
府
県
単
位

化
に
向
け
た
検
討
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営
に
向
け

て
保
険
者
と
連
携
を
密
に
し
、
事
務
の
効

率
化
、
調
査
研
究
、
価
値
あ
る
情
報
の
提

供
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
で
安
定
的
な
制
度
に
す
る
た

め
、
引
き
続
き
国
保
関
係
者
が
一
丸
と
な

り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
運
営
に

向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

⑵
成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払
事
業

等
の
展
開

　

審
査
事
務
共
助
の
充
実
を
図
る
た
め
、
事

務
共
助
指
導
専
門
員
及
び
審
査
委
員
の
専

門
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
知
識
の
更
な

る
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
審
査
委
員
会

へ
の
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ
る
効
率
的
な

レ
セ
プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、

審
査
事
務
共
助
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

審
査
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な
る

審
査
業
務
の
効
率
化
・
審
査
基
準
の
統
一

化
の
検
討
を
行
う
。

　

ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
払
業

務
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
代
行
業
務

の
適
正
か
つ
効
率
化
を
図
る
。

⑶
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
の
更

な
る
事
業
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
国
保
総

合
シ
ス
テ
ム
機
能
を
活
用
し
、
保
険
者
事

務
の
効
率
化
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
及

び
高
額
医
療
費
共
同
事
業
の
効
率
化
、
更

に
は
求
償
金
の
滞
留
防
止
に
よ
り
第
三
者

行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務
共
同
処
理
事
業

の
取
組
強
化
及
び
効
率
化
を
図
る
。

　

更
に
、
海
外
療
養
費
不
正
請
求
対
策
支

援
業
務
及
び
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ

Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
の
管
理
業
務
の
適
正
な
事

務
の
執
行
に
努
め
る
。

⑷
実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強
化

と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適

正
執
行

　

生
涯
元
気
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
の
人
材
育
成
、
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
か
ら
の

医
療
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
に
基
づ
く
保
健

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
栃
木
県
保
険

者
協
議
会
を
通
じ
、
地
域
・
職
域
保
健
等

関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
保
健
事

業
の
実
効
性
を
高
め
る
な
ど
、
市
町
保
健

事
業
の
支
援
を
行
う
。

　

更
に
、
特
定
健
診
等
の
デ
ー
タ
管
理
業

務
の
適
正
執
行
に
努
め
る
。

⑸
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
関

係
業
務
の
適
正
執
行

　

介
護
給
付
適
正
化
支
援
事
業
の
積
極
的

推
進
に
よ
る
保
険
者
支
援
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業

務
及
び
障
害
者
総
合
支
援
給
付
費
支
払
業

務
の
適
正
執
行
、
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
７
月
よ
り
個
人
番
号

を
付
し
た
情
報
受
け
渡
し
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
業
務
の
安
全
性
の
確
保
に
万

全
を
期
す
。

　

更
に
、
平
成
30
年
度
の
医
療
・
介
護
同

時
報
酬
改
定
及
び
障
害
者
総
合
支
援
審
査

業
務
の
導
入
に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
環
境
の

整
備
は
も
と
よ
り
、
適
切
な
業
務
執
行
体

制
の
構
築
を
行
う
。

⑹
新
規
事
業
へ
の
対
応

　

平
成
30
年
１
月
に
稼
働
す
る
次
期
国
保

総
合
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
シ

ス
テ
ム
の
円
滑
な
稼
働
、
及
び
平
成
30
年

４
月
の
国
保
制
度
改
革
に
向
け
た
国
保
情

報
集
約
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
導
入
準
備
作

業
に
万
全
を
期
す
。

　

ま
た
、
人
工
知
能
を
活
用
し
た
特
定
健

診
受
診
率
向
上
支
援
事
業
を
モ
デ
ル
事
業

か
ら
全
保
険
者
を
対
象
と
し
た
本
事
業
へ

移
行
し
、
行
動
分
析
に
基
づ
く
保
健
事
業

の
推
進
を
図
る
。

　

更
に
、
保
険
者
が
実
施
し
て
い
る
給
付

業
務
の
一
部
を
保
険
者
支
援
事
業
と
し
て

本
会
が
実
施
し
、
効
率
的
な
事
業
展
開
を

図
る
。

⑺
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務
運

営
等
の
整
備

　

保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
成
果
を

生
み
出
す
事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

平
成
29
年
度
本
会
事
業
計
画
の
重
点
目
標

の
取
り
組
み
方
針
に
沿
っ
て
事
務
局
体
制

の
整
備
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、
事
務
運

営
の
改
善
に
努
め
る
。
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平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会予算総括

［備考］

合　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

平成29年度

対前年度比較増減額
（千円）

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

診
療
報
酬
支
払
勘
定

診
療
報
酬
支
払
勘
定

支
払
勘
定

支
払
勘
定

関
係
業
務
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

業 

務 

特 

別 

会 

計

介
護
保
険
事
業
関
係

業　　　　　務　　　　　勘　　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定

区　　　　　　　　分
平成28年度
（千円） 予算

（千円）
前年度対比

（％）

一　　　　　般　　　　　会　　　　　計

区　　　　　　　　分

上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、指定公費関係諸費〔指定公費請求支払事業（県内一般分・療養費分）、特別会計（国民健康保険診
療報酬支払勘定）繰出金〕、保険者間調整受入金及び支出金、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業拠出金、第三者行為損害賠償求償
金、介護保険事業関係業務特別会計の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業
務特別会計の電子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）である。

国 民 健 康 保 険 診 療 報 酬 支 払 勘 定

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定

出産育児一時金等に関する支払勘定

保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計

第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計

介 護 給 付 費 支 払 勘 定

公費負担医療等に関する報酬等支払勘定

特定健診保健指導費用決済業務特別会計

職 員 厚 生 資 金 貸 付 金 特 別 会 計

（597,850）
597,850

（1,494,127）
3,105,350

149,769,925

4,014,293

5,251,687

159,035,905

（831,221）
831,221

190,498,357

888,070

191,386,427

（12,227）
57,646,463
（16,900）

488,148
（261,094）

669,156

129,653,414

1,162,190

130,815,604

（47,453）
50,862

30,833,378

2,464,703

33,298,081

（54,632）
1,385,240

8,048

（3,315,504）
579,318,355

（571,274）
571,274

（1,386,198）
2,414,822

151,494,420

4,002,166

1,235,647

156,732,233

（737,209）
737,209

196,440,617

1,057,585

197,498,202

（15,022）
60,402,953
（11,359）

482,607
（240,518）

633,167

132,833,514

1,174,771

134,008,285

（47,480）
51,771

33,166,283

3,751,501

36,917,784

（55,232）
1,410,628

8,202

（3,064,292）
591,869,137

（△ 26,576）
△ 26,576

（△ 107,929）
△ 690,528

1,724,495

△ 12,127

△ 4,016,040

△ 2,303,672

（△ 94,012）
△ 94,012

5,942,260

169,515

6,111,775

（2,795）
2,756,490

（△ 5,541）
△ 5,541

（△ 20,576）
△ 35,989

3,180,100

12,581

3,192,681

（27）
909

2,332,905

1,286,798

3,619,703

（600）
25,388

154

（△ 251,212）
12,550,782

（95.55）
95.55

（92.77）
77.76

101.15

99.69

23.52

98.55

（88.68）
88.68

103.11

119.08

103.19

（122.85）
104.78

（67.21）
98.86

（92.11）
94.62

102.45

101.08

102.44

（100.05）
101.78

107.56

152.20

110.87

（101.09）
101.83

101.91

（92.42）
102.16

障 害 介 護 給 付 費 支 払 勘 定

障 害 児 給 付 費 支 払 勘 定

業
務
等
特
別
会
計

障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
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日
光
市
は
平
成
18
年
３
月
の
２
市
２
町

１
村
の
合
併
に
よ
る
市
制
施
行
か
ら
、
平

成
28
年
に
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
10
年
間
は
、
新
市
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
あ
る
「
新
市
建
設
計
画
」
を
包
含

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
で
あ
る
「
日

光
市
総
合
計
画
」
の
も
と
、「
早
期
の
一
体

感
の
醸
成
」
と
「
各
地
域
の
均
衡
あ
る
振
興
・

発
展
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

日
光
市
は
、
平
成
17
年
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地
と
な
っ
た
「
奥
日
光
の
湿
原
」

に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
、
平
成
11
年

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
二
社
一
寺
」、

国
の
特
別
天
然
記
念
物
と
特
別
史
跡
の
二

重
指
定
を
受
け
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る
「
日
光
杉
並
木
街
道
」、
日
本

の
近
代
化
を
支
え
た
「
足
尾
銅
山
施
設
」
な

ど
の
世
界
に
誇
る
文
化
遺
産
・
産
業
遺
産
、

全
国
有
数
の
温
泉
地
で
あ
る
「
鬼
怒
川
温

泉
」
や
「
奥
鬼
怒
温
泉
郷
」
を
は
じ
め
と

す
る
多
数
の
温
泉
資
源
な
ど
個
性
豊
か
な

地
域
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
多
彩
な
魅
力
と
国
内
外
に
お
け
る
高
い

認
知
度
が
評
価
さ
れ
、
株
式
会
社
ブ
ラ
ン

ド
総
合
研
究
所
に
よ
る
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド

調
査
２
０
１
６
」
の
市
区
町
村
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
前
年
の
12
位
か
ら
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
し
、
11
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
光
市
で
は
平
成
27
年
に
、
誰
も
が
健
や

か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、「
日
光
市
健
康
づ
く
り

推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
市
民
、
関
係
団
体
、

事
業
者
及
び
市
の
協
働
に
よ
る
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長

を
務
め
ら
れ
る
沼
尾
進
氏
は
、
先
の
市
町

村
合
併
に
際
し
て
、
旧
藤
原
町
助
役
と
し

て
合
併
協
議
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

22
年
に
国
保
運
営
協
議
会
会
長
に
就
任
さ

れ
、
国
保
税
率
改
正
な
ど
国
民
健
康
保
険

の
健
全
な
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
の
大
改
革
が

目
前
に
迫
る
中
、
沼
尾
会
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
ま
し
て
、
国
民
健
康
保
険
の

健
全
な
運
営
と
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
笑

顔
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

日光市

沼　尾　　　進
ぬ ま お す す む

会
長
の
一
言

「国保制度改革に向けて」
　国民皆保険の最後の砦とも言われる国保の制度改革が行われま
す。国保制度の安定を目指し、県と市町の共同運営となります
が、被保険者の税負担の激変がないことを望みます。
　国保制度安定のために、引き続き収納率の向上、医療費の適正
化、健診受診率の向上に努めてまいります。
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豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

　

栃
木
県
の
東
北
東
に
位
置
す
る
那
珂
川

町
は
、
関
東
の
四
万
十
川
と
称
さ
れ
、
天

然
鮎
の
宝
庫
と
し
て
鮎
釣
り
の
シ
ー
ズ
ン

に
は
多
く
の
太
公
望
で
賑
わ
う
清
流
那
珂

川
が
南
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
や
里

山
が
織
り
な
す
美
し
い
自
然
が
随
所
に
残

さ
れ
て
お
り
、
小
砂
地
区
は
「
里
山
に
伝

わ
る
伝
統
の
技
・
小
砂
焼
と
菊
炭
」
と
「
小

砂
里
山
の
芸
術
の
森
」
の
２
つ
の
地
域
資
源

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
平
成
25
年
10
月
４
日

に
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加

盟
し
ま
し
た
。
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

活
用
し
た
観
光
業
、
温
泉
ト
ラ
フ
グ
、
マ

コ
モ
タ
ケ
や
ホ
ン
モ
ロ
コ
な
ど
、
地
元
の

温
泉
水
や
休
耕
田
を
有
効
活
用
し
た
多
様

な
産
業
も
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
『
人
・
も
の
・
自
然
が
融
和
し　

み
ん
な

で
手
を
取
り
合
い　

元
気
を
生
み
だ
す
ま

ち
』
を
将
来
像
と
し
て
、
６
項
目
か
ら
な

る
基
本
目
標
を
設
定
し
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
元
気
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

社
会
を
形
成
し
、
次
世
代
に
引
き
継
げ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

　

今
回
は
、
奥
深
い
山
々
や
豊
か
な
田
園

が
広
が
り
、
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
を
有
す

る
那
珂
川
町
を
訪
ね
、
新
た
な
取
り
組
み

や
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る

保
健
事
業
や
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保

都
道
府
県
化
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
う
か
が
っ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

広
域
化
に
向
け
適
正
な
賦
課
を
協
議

　

住
民
生
活
課
保
険
年
金
係
・
大
金
係
長

に
は
、
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

　
「
被
保
険
者
数
の
減
少
と
と
も
に
、
年
々

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
額
が
減
っ
て
お

り
ま
す
が
、
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
財
政
運
営
は
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
」

と
話
す
大
金
係
長
。
併
せ
て
、
約
１
年
後

に
迫
っ
た
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
へ
の

対
応
が
課
題
、
と
続
け
ま
す
。「
適
正
な
賦

課
に
よ
り
適
切
な
税
収
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

課
内
で
随
時
協
議
し
、
国
や
県
か
ら
方
針

が
示
さ
れ
次
第
、
早
期
に
対
応
で
き
る
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
の
適
正
運
営
に
向
け
健
康

福
祉
課
と
協
働
し
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

も
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
主
制
作
・
自
主
評
価
に
よ
る
計
画
と
の

こ
と
か
ら
、
よ
り
地
域
の
実
状
に
合
っ
た

も
の
と
な
り
、
医
療
費
の
抑
制
に
繋
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

那 珂 川 町第115回

町の中心を流れ天然鮎の宝庫でもある、清流那珂川。

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

宇都宮市

那珂川町

ふるさとの原風景に出会えるまち

那珂川町
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町花にもなっているカタクリは、三輪地区に
県内一を誇る群生地があります。

3月下旬〜4月上旬に花茎を伸ばして淡いピンク色の花を咲かせる「岩うちわ」。
葉のかたちが団扇に似ていることから名づけられたそうです。

納
税
者
と
の
信
頼
関
係
構
築
へ

　

収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
税

務
課
管
理
収
税
係
・
星
係
長
に
う
か
が
い

ま
し
た
。

　

預
金
・
給
与
な
ど
の
財
産
等
差
押
え
を

積
極
的
に
実
施
し
、
収
納
率
向
上
に
努
め

て
い
る
那
珂
川
町
。
現
在
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
と
、「
国
民
健
康

保
険
税
の
滞
納
者
は
、
納
付
資
力
が
な
い

方
が
大
部
分
を
占
め
ま
す
。
き
ち
ん
と
納

め
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
現
状
を
把
握
し

納
税
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、

保
険
税
の
重
要
性
を
伝
え
る
た
め
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
納
付
書
の
送
付
時
や
催

告
時
に
同
封
す
る
ほ
か
、
来
庁
時
に
は
説

明
と
と
も
に
渡
す
な
ど
、
住
民
と
か
か
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

ど
お
り
財
産
調
査
を
徹
底
し
、
滞
納
整
理

を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
。
さ
ら
な
る
収

納
率
向
上
へ
の
思
い
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

日
常
生
活
に
運
動
習
慣
を

　

保
健
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
健

康
福
祉
課
健
康
増
進
係
・
益
子
係
長
に
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
に
策
定
し
た
健
康
増
進

計
画
「
健
康
な
か
が
わ
21
計
画
」
の
５
カ

年
計
画
（
前
期
）
が
終
了
し
、
取
材
時
（
１

月
末
）
に
は
後
期
計
画
の
策
定
に
向
け
て

最
終
調
整
中
で
し
た
。
見
直
し
に
あ
た
っ

て
は
、
町
民
を
対
象
と
し
た
「
健
康
増
進

計
画
策
定
調
査
」
を
実
施
し
、
現
状
の
把

握
と
課
題
の
抽
出
及
び
分
析
を
行
っ
た
そ

う
で
す
。

　
「
計
画
は
、『
乳
幼
児
期
』『
学
童
・
思
春

期
』『
青
壮
年
期
』『
高
齢
期
』
の
各
年
代

別
に
、
健
康
目
標
と
あ
る
べ
き
姿
を
設
定

し
ま
し
た
。
例
え
ば
青
壮
年
期
は
、『
健
康

的
な
食
生
活
や
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
』
と
『
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
こ
と
』
と
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
青

壮
年
期
の
方
の
約
65
％
が
仕
事
以
外
に
30

分
以
上
運
動
を
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た

約
半
数
の
方
が
運
動
を
始
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
前
期
計
画
策
定

時
よ
り
も
住
民
の
方
は
運
動
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
町
で
も
健
診
受

診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
兼
ね
て
有
酸
素
運
動
・

筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
等
を
組
み
込
ん
だ

「
な
か
が
わ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
倶
楽
部
」
を
年

10
回
開
催
。
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
と
、
開
催
方
法
や
内
容
も
毎
年

見
直
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
参
加
者
の
気
持
ち
に
沿
っ
て
企
画
・
開

催
し
な
い
と
な
か
な
か
参
加
者
の
増
加
に

繋
が
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
実
施
し
て
み
て

参
加
さ
れ
た
方
に
『
ま
た
や
っ
て
欲
し
い
』

と
好
評
な
も
の
や
、
住
民
の
方
か
ら
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
ま
す
」

と
益
子
係
長
は
続
け
ま
す
。
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小砂里山芸術の森や菊炭などの地域資源を有し、平成 25 年10月「日本で最も美しい村」連合に加盟した小砂地区。
美しい自然が随所に見られます。

「栄養相談依頼書」を配付し、医療機関
と連携した栄養相談に取り組んでいます。

歌川広重の肉筆画や歌川派の浮世絵版画等「青木コレクション」が展
示されている「馬頭広重美術館」。設計は隅研吾氏で、美術館全体は
地元産の八溝杉による格子に包まれています。

運
動
の
推
進
を
目
指
し
て

運
動
普
及
指
導
員
を
育
成
し
ま
す

　

ま
た
、
教
室
の
開
催
に
加
え
て
、
運
動

の
普
及
を
目
指
し
た
新
た
な
事
業
も
展
開

し
ま
す
。

　
「
運
動
を
指
導
す
る
方
の
教
育
も
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
運
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
よ
り
も

『
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
運
動
を
や
ろ
う
！
』

と
い
う
、
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く

り
や
声
掛
け
に
よ
る
人
集
め
と
い
っ
た
推

進
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
け
る
、『
運
動
普

及
指
導
員
』
を
育
成
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
」。

　

ま
ず
大
切
な
の
は
『
み
ん
な
が
楽
し
め
る

こ
と
』、
そ
し
て
結
果
と
し
て
か
ら
だ
を
動

か
せ
る
こ
と
が
目
標
と
の
こ
と
。「
運
動
の

意
味
や
種
類
は
心
得
て
い
て
、
聞
か
れ
た
時

に
簡
単
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。『
何
時

に
集
合
し
て
今
日
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

み
よ
う
』
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
み
ん

な
の
輪
を
上
手
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
方
を
育
成
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
那
珂
川
町
の
地
域

の
特
徴
（
高
齢
化
率
が
高
い
・
交
通
が
不
便
・

山
間
部
な
ど
）
を
考
慮
し
、
今
ま
で
と
視

点
を
変
え
て
普
及
指
導
員
の
活
躍
の
場
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

個
別
栄
養
相
談
を
展
開

　

個
々
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
相
談
を
行
え

る
よ
う
、
平
成
25
年
度
よ
り
管
理
栄
養
士
に

よ
る
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
那
珂
川
町
。

「
栄
養
相
談
依
頼
書
」
を
町
の
医
療
機
関
に

配
付
し
て
お
り
、
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
町
の
栄
養
相
談
を
受
け
る
よ
う
紹
介
い

た
だ
け
る
そ
う
で
す
。
高
血
糖
、
高
脂
血

症
、
高
血
圧
の
方
が
多
く
、
本
人
・
家
族

の
背
景
や
関
係
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
個
々

に
寄
り
添
っ
た
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

初
回
相
談
後
や
半
年
後
な
ど
一
定
期
間
経

過
後
に
来
て
い
た
だ
き
、
指
導
後
の
生
活

を
一
緒
に
振
り
返
り
な
が
ら
継
続
し
て
支

援
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
な
お
、
指
導
内

容
に
つ
い
て
は
随
時
医
療
機
関
へ
報
告
書

を
提
出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
毎
日
の
食

生
活
改
善
か
ら
健
康
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
よ
う
、
今
後
も
医
療
機
関
と
連
携

し
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



11

冊子化した健診案内。平成 29 年度
版は目立つように黄色で作成しました。

休耕田を活用し「ホンモロコ」を養殖。
地域資源を有効活用しています。

◎那珂川町の概況

総人口（人）
総世帯数（世帯）

一人当たりの療養諸費費用額（円）
特定健診受診率（％）
特定保健指導実施率（％）

平成25年度 平成26年度 平成27年度

加入世帯数（世帯）
被保険者数（人）
被保険者加入率（％）
一人当たり調定額（円）
収納率（％）

国保被保険者

保険料（税）
収納状況（現年分）

18,340
6,122
3,134
6,033
32.90
95,251
91.07

287,980
28
55

18,024
6,113
3,120
5,938
32.94
92,991
90.70

293,213
37
29

17,103
6,120
3,087
5,751
33.63
91,317
90.55

314,848
37
52

健
診
受
診
を
繰
り
返
し
Ｐ
Ｒ
！

広
報
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す

　

よ
り
多
く
の
方
の
健
康
診
査
受
診
を
目

指
し
、
平
成
27
年
度
末
よ
り
申
込
書
・
家
族

調
査
票
の
全
世
帯
送
付
と
周
知
の
徹
底
に

努
め
て
お
り
、
家
庭
で
保
存
で
き
る
よ
う
３

年
前
か
ら
各
種
案
内
を
冊
子
化
し
、
毎
年
色

を
変
更
し
て
作
成
（
目
立
つ
色
に
と
、
平

成
29
年
度
は
黄
色
）。
追
加
や
削
除
な
ど
内

容
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
冊
子
に
は
、

健
診
の
内
容
・
料
金
・
日
程
の
ほ
か
健
康

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
（
飲
酒
・
た
ば
こ
な
ど
）

も
掲
載
し
、
で
き
る
だ
け
自
身
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会
を
作
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
広
報
活
動
も
積
極

的
に
展
開
し
て
お
り
、
申
込
書
送
付
後
は

町
の
広
報
紙
に
「
申
し
込
み
に
つ
い
て
」「
健

診
が
始
ま
り
ま
す
」「
健
診
を
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
」
と
い
っ
た
内
容
で
３
カ
月
ご
と

に
集
団
検
診
に
係
る
記
事
を
掲
載
。
併
せ

て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
文
字
放
送
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し

受
診
勧
奨
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
町
民
の
目
に
留

ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
視
覚
的
効
果
を

生
み
、
受
診
率
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
健
診

会
場
も
公
民
館
や
小
学
校
な
ど
を
利
用
し
、

山
間
部
に
住
む
、
特
に
高
齢
者
の
方
が
来
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
随

時
電
話
に
よ
る
健
診
等
の
問
い
合
わ
せ
も

受
け
付
け
て
お
り
（
年
間
６
０
０
件
ほ
ど
）、

丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
平
成
27
年
度
の
方
も

含
め
検
診
受
診
の
約
４
カ
月
後
に
圧
着
は

が
き
に
よ
る
が
ん
検
診
受
診
勧
奨
も
開
始
。

は
が
き
を
送
る
こ
と
で
気
づ
き
に
繋
が
り
、

前
年
度
と
比
較
し
未
受
診
者
も
減
少
し
て

き
た
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

健
診
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
大
切
に

　

特
定
保
健
指
導
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
、
で
き
る
だ
け
結
果
を
早
く
渡

し
た
い
と
の
想
い
か
ら
郵
送
に
て
返
却
し

た
と
こ
ろ
、
保
健
指
導
に
参
加
し
な
い
方

が
増
え
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

健
診
会
場
に
来
た
際
に
結
果
の
返
却
案
内

方
法
を
渡
し
、
保
健
指
導
対
象
の
方
に
は

個
別
面
接
に
て
返
却
す
る
と
い
う
、
従
来

の
方
法
に
戻
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
日
で

健
診
を
受
診
し
た
方
に
は
平
日
遅
い
時
間

の
相
談
日
設
定
や
、
17
時
過
ぎ
に
電
話
に

よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
す
る
な
ど
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
を
模
索
し
な
が
ら
、
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
も
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
益
子
係
長
は
「
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
」
と
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
保
健
事
業
の
取
り
組
み
内
容
を
笑

顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
住
民
が

い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
様
々

な
意
見
を
反
映
し
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
を
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
定
保

健
指
導
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
実
施

率
が
全
保
険
者
で
は
18
％
で
し
た
。
目
標

の
45
％
を
超
え
る
保
険
者
が
あ
る
一
方
で
、

５
％
未
満
の
保
険
者
も
お
り
、
実
施
率
に

お
け
る
保
険
者
間
の
格
差
が
大
き
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
保
険
者
の
厳
し
い
経
済
状

況
や
限
ら
れ
た
専
門
職
と
い
っ
た
人
的
課

題
が
あ
り
、
制
度
の
見
直
し
と
と
も
に
現

場
で
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
検
討

会
で
は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

枠
組
み
、
健
診
の
項
目
、
保
健
指
導
の
実

施
方
法
の
見
直
し
、
そ
し
て
、
保
険
者
機

能
の
責
任
を
明
確
に
す
る
観
点
か
ら
、
全

保
険
者
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
実

施
率
の
公
表
お
よ
び
実
施
目
標
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
見
直
し
す
る
の
か

　

前
述
の
よ
う
に
、
人
も
お
金
も
限
ら
れ
る

中
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
科

学
的
根
拠
に
基
づ
き
、
費
用
対
効
果
と
い
っ

た
現
実
的
な
視
点
か
ら
も
実
現
可
能
な
事

業
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

特
定
健
診
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
歯
周
病
で
す
が
、
生
活
習
慣
病
で
あ

り
、
歯
周
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
糖

尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
態
が
改
善
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、痩
せ
て
い
て
も
、

血
糖
値
や
血
圧
な
ど
の
リ
ス
ク
要
因
が
あ

る
と
脳
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク
が
上
昇
し
ま

す
。
本
当
に
健
診
項
目
や
方
法
が
妥
当
で

あ
る
の
か
を
、
根
拠
を
基
に
見
直
し
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
効
率
的
な
運
営
と
し
て
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
が
議
論

さ
れ
、
健
診
等
に
関
わ
る
面
接
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
す
る
こ
と
や
、
電
子
デ
ー
タ
の
蓄

積
と
保
険
者
と
医
療
機
関
間
の
デ
ー
タ
共

有
な
ど
、
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
結
果

　

平
成
20
年
か
ら
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
導
入
に
よ
っ
て
、
保
険
者
は
、
加
入

者
の
経
年
的
な
健
康
状
態
の
把
握
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
に
基
づ
く
効

果
的
・
効
率
的
な
資
源
投
入
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
「
保
険
者
に
お

け
る
健
診
・
保
健
指
導
等
に
関
す
る
検
討

会
」
の
調
査
に
よ
る
と
、
特
定
保
健
指
導

に
よ
る
検
査
値
の
改
善
効
果
や
医
療
費
適

正
化
の
効
果
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
特
に
糖
尿

病
発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
に
関
わ
る
重

要
な
保
健
事
業
と
な
り
ま
す
。
先
述
の
検
討

会
に
お
い
て
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
に
関
わ
る
制
度
の
運
用
等
が
検
討
さ
れ
、

平
成
29
年
１
月
、「
第
３
期
特
定
健
康
診
査

等
実
施
計
画
期
間
（
平
成
30
年
〜
35
年
度
）

に
お
け
る
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
運

用
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
議

論
さ
れ
た
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

何
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
の
か

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
年
々
増
加
し
、
目

標
に
は
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
着
実
に

糖尿病発症予防や重症化予防を目的とした
適切な保健事業を展開するための
データヘルス計画について④

糖尿病発症予防や重症化予防を目的とした
適切な保健事業を展開するための
データヘルス計画について④

獨協医科大学看護学部　在宅看護学　准教授 種市　ひろみ獨協医科大学看護学部　在宅看護学　准教授 種市　ひろみ

特別寄稿①

第　回第4回

経済産業省：「健康医療情報等を活用した行動変容サービスの実証につ
いて」より一部改変

　　　　　　図中の人数は、潜在的な対象者・患者数：概数、各種統計
等による概算
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種
たね

市
いち

　ひろみ
獨協医科大学看護学部　在宅看護学　准教授

千葉大学看護学部卒業。札幌医科大学大学院
保健医療学研究科修士課程修了後、獨協医科
大学医学部公衆衛生学にて博士号取得。2008
年より現職。
平成26年より栃木県国民健康保険団体連合会
保健事業支援・評価委員会委員、平成28年度
より医療費分析アドバイザーとして、栃木県
国民健康保険団体連合会の皆さんと一緒に活
動させていただいております。

プロフィール

糖
尿
病
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
と
し
て

　

経
済
産
業
省
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し

た
「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
等
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機

器
や
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
健
康
情
報
を

活
用
し
、
糖
尿
病
（
軽
症
者
・
予
備
軍
）

の
状
態
改
善
を
目
指
す
実
証
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
図
中
に
青
い
点
線
で
囲
ま
れ

た
方
々
に
は
、
従
来
幅
広
く
健
康
維
持
あ

る
い
は
よ
り
健
康
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
経
産
省
に
よ
る
事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
な
っ
た
の
は
、
赤
い
点
線
で
囲
ま
れ

た
方
々
で
す
。
保
健
指
導
を
必
要
と
す
る

よ
う
な
、
健
康
リ
ス
ク
が
あ
り
、
効
果
的

な
支
援
に
よ
っ
て
医
療
費
削
減
効
果
が
期

待
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端

末
と
は
、
身
に
付
け
て
お
く
だ
け
で
、
歩

数
や
移
動
距
離
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
と
い
っ

た
活
動
量
、
血
圧
や
脈
拍
、
睡
眠
に
至
る

ま
で
測
定
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら

が
デ
ー
タ
と
し
て
一
カ
所
（
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
）
に
蓄
積
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
蓄
積
さ
れ

た
デ
ー
タ
と
レ
セ
プ
ト
や
健
診
デ
ー
タ
を

総
合
的
に
解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
そ
の
人
に
合
っ
た
健
康
指
導
・

助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
デ
ー
タ
を
医
療
機
関
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
事
業
所
と
共
有
で
き
れ
ば
、
適
時
・
適

切
な
診
療
や
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

糖
尿
病
の
発
症
や
重
症
化
予
防
が
で
き
る

と
い
う
も
の
で
す
。
時
代
は
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
今
ま
さ
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
実
用
化
に
向
け
て
、
複
数
の
保
険
者
が

動
き
出
し
て
い
ま
す
。

保
険
者
が
果
た
す
べ
き
機
能
と
は

　

保
険
者
は
、
①
資
格
管
理
、
②
保
険
料

の
設
定
・
徴
収
、
③
保
険
給
付
、
④
審
査
・

支
払
、
⑤
保
健
事
業
等
を
通
じ
た
加
入
者

の
健
康
管
理
、
⑥
医
療
の
質
や
効
率
性
の

向
上
の
た
め
の
医
療
提
供
側
へ
の
働
き
か

け
と
い
っ
た
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
⑤
、
⑥
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

の
根
拠
と
な
る
も
の
で
す
。
計
画
に
お
け

る
デ
ー
タ
の
解
析
や
対
象
者
の
抽
出
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
な
ど
を
、
外
部
の
専
門
業
者
に
依

頼
す
る
保
険
者
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
の
共
有
や
専
門
業
者
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
自
治
体
（
保
険
者
）
の
負
担
を

軽
減
し
、
効
果
的
に
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
専
門

業
者
と
協
働
し
な
が
ら
も
、
お
任
せ
に
な

ら
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
も

し
か
し
た
ら
、
新
し
い
こ
と
や
慣
れ
な
い

こ
と
は
、
全
部
専
門
家
に
お
任
せ
し
た
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
加
入

者
の
健
康
に
責
任
を
持
つ
」
と
い
う
姿
勢

を
示
し
続
け
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
地
域

の
こ
と
を
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、

自
治
体
（
保
険
者
）
の
皆
さ
ん
で
す
。
本

当
に
そ
の
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
計
画
か
、

専
門
家
と
膝
を
交
え
て
、
話
し
合
い
、
考

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

４
回
に
わ
た
り
、
糖
尿
病
発
症
予
防
や

重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
た
適
切
な
保
健

事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
よ
り
良
い
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
・

経済産業省：ヘルスケア分野におけるIoT・ビッグデータ利活用事
業モデルの考え方（2016年3月）より一部改変

運
用
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

参
考
文
献

厚
生
労
働
省
：
第
３
期
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
期
間
（
平
成
30
年
〜
35
年
度
）
に

お
け
る
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
運

用
の
見
直
し
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
：
保

険
者
機
能
の
あ
り
方
と
評
価
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告
書
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全
身
の
健
康
は
お
口
の
健
康
か
ら

　

私
た
ち
の
口
腔
は
、
単
な
る
「
食
べ
物

の
入
り
口
」
だ
け
で
は
な
く
、
人
体
の
第

一
番
目
の
消
化
器
官
と
し
て
健
康
な
日
々

を
過
ご
す
た
め
の
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
大
き
く
分
け
る
と
次
に
あ
げ
る

４
つ
の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
食
べ
る

　

歯
で
噛
む
こ
と
に
よ
り
食
べ
物
を
細
か

く
し
、
唾
液
と
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
食
塊

を
胃
に
送
り
ま
す
。
こ
の
時
、
食
べ
物
を

味
わ
い
、
食
事
を
楽
し
み
ま
す
。

（
２
）
言
葉
を
話
す

　

言
葉
を
発
す
る
に
は
、
舌
や
唇
や
歯
が

必
要
で
、
歯
が
抜
け
る
と
、
発
音
し
づ
ら

く
な
り
ま
す
。

（
３
）
呼
吸
す
る

　

呼
吸
は
、
体
に
必
要
な
酸
素
を
取
り
込

み
、
二
酸
化
炭
素
を
出
す
と
い
う
働
き
が

あ
り
ま
す
。

（
４
）
顔
の
表
情
を
つ
く
る

　

嬉
し
い
時
、
楽
し
い
時
の
「
笑
顔
」
や

不
満
な
時
の
「
へ
の
字
口
」
な
ど
、
顔
の

表
情
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
お
口
の
周
り
の
筋
肉
を
し
っ
か
り
動

か
し
、
よ
く
噛
む
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

で
、
豊
か
な
表
情
の
表
現
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
、
口
腔
の
二
大
疾
患
は
虫
歯
と
歯

周
病
で
す
。

　

特
に
、
歯
周
病
は
成
人
の
８
割
が
か
か
っ

て
い
て
、
十
代
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

歯
及
び
口
腔
の
健
康
は
、
生
涯
に
わ
た

る
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
欠
か
せ
ず
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、

県
で
は
「
栃
木
県
民
の
歯
及
び
口
腔
の
健

康
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
平
成
23
年
４
月

に
施
行
し
ま
し
た
。

１　
歯
周
病

※
上
記
の
項
目
３
つ
あ
て
は
ま
る

油
断
は
禁
物
で
す
。
ご
自
分
お
よ
び
歯
医
者

さ
ん
で
予
防
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
上
記
の
項
目
６
つ
あ
て
は
ま
る

歯
周
病
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

※
上
記
の
項
目
す
べ
て
あ
て
は
ま
る

歯
周
病
の
症
状
が
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
。

（「
日
本
臨
床
歯
周
病
学
会
」
よ
り
抜
粋
）

　

歯
周
病
は
、
細
菌
感
染
に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
る
炎
症
性
疾
患
で
す
。
口
腔
内
に

は
お
よ
そ
３
０
０
～
５
０
０
種
類
の
細
菌

が
住
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
普
段
あ
ま
り
悪
い
こ
と
を
し

ま
せ
ん
が
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
十
分
で
な

か
っ
た
り
、
砂
糖
の
過
剰
な
摂
取
に
よ
り

細
菌
が
ネ
バ
ネ
バ
し
た
物
質
を
作
り
出
し
、

歯
の
表
面
に
く
っ
つ
き
ま
す
。
こ
れ
を
プ

ラ
ー
ク
と
言
い
、
粘
着
性
が
強
く
う
が
い

程
度
で
は
落
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
プ
ラ
ー
ク

１
㎎
の
中
に
は
10
億
個
の
細
菌
が
い
る
と

言
わ
れ
、
口
の
中
に
は
約
１
０
０
０
億
個

の
細
菌
が
住
み
つ
い
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
歯
と
歯
肉
の
境
目
の
清
掃
が

行
き
届
か
な
い
と
、
そ
こ
に
多
く
の
細
菌

が
停
滞
し
プ
ラ
ー
ク
を
形
成
、
歯
肉
の
辺

特別寄稿②

角田歯科医院　院長 角田 國義

― 歯と生活習慣病の関係 ―― 歯と生活習慣病の関係 ―― 歯と生活習慣病の関係 ―
歯と口腔の健康づくり歯と口腔の健康づくり歯と口腔の健康づくり

【
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
】

○
朝
起
き
た
と
き
、
口
の
中
が
ネ
バ
ネ

バ
す
る

○
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
時
に
出
血
す
る

○
口
臭
が
気
に
な
る

○
歯
肉
が
む
ず
が
ゆ
い
、
痛
い

○
歯
肉
が
赤
く
腫
れ
て
い
る
（
健
康
な

歯
肉
は
ピ
ン
ク
色
で
引
き
締
っ
て
い

る
）

○
か
た
い
物
が
噛
み
に
く
い

○
歯
が
長
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る

○
前
歯
が
出
っ
歯
に
な
っ
た
り
、
歯
と

歯
の
間
に
隙
間
が
で
て
き
た
。
食
物

が
挟
ま
る
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歯周病

軽度 中等度 重度

う蝕

C0 C１
エナメル質のみ

C2
象牙質まで

C3
神経まで

C4

縁
が
「
炎
症
」
を
起
こ
し
、赤
く
な
っ
た
り
、

腫
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
進
行
す
る
と

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
形
成
、
歯
と
歯
肉
の
境
目

が
深
く
な
り
、
歯
を
支
え
る
歯
槽
骨
が
溶
け

て
歯
が
動
く
よ
う
に
な
り
、
最
後
は
歯
を
抜

く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
生
活

習
慣
病
の
一
つ
と
し
て
注
意
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

歯
周
病
が
係
わ
る
様
々
な
病
気
と
し
て
、

糖
尿
病・脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
な
ど
）・

心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
な
ど
）・
誤
嚥
性

肺
炎・認
知
症・胎
児
の
低
体
重
、
早
産・

が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
こ
と
は
歯
周
病
を
進
行
さ
せ

る
因
子
に
な
り
ま
す
。

○
歯
ぎ
し
り
、
く
い
し
ば
り

○
不
適
合
な
冠
や
義
歯
で
噛
み
合
わ
せ
が

悪
い

○
不
規
則
な
食
習
慣

○
喫
煙

○
ス
ト
レ
ス

○
糖
尿
病
な
ど
全
身
疾
患

○
遺
伝

○
た
ば
こ
の
害

　

タ
バ
コ
の
有
害
物
質
（
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー

ル
、
一
酸
化
炭
素
）
が
歯
周
病
を
悪
化
さ
せ

ま
す
。
タ
バ
コ
に
よ
り
血
管
が
収
縮
し
、
酸

素
や
栄
養
が
欠
乏
し
た
り
老
廃
物
の
除
去

が
う
ま
く
い
か
ず
、
血
液
が
低
酸
素
状
態

に
な
り
、
硬
く
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
歯
ぐ
き
に

な
り
ま
す
。
歯
周
病
の
自
覚
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
歯
槽
骨
の
吸
収
を
早
め
、
歯
の

喪
失
を
招
き
ま
す
。

２　
虫
歯

　

う
蝕
を
引
き
起
こ
す
菌
と
し
て
、
ス
ト
レ

プ
ト
コ
ッ
カ
ス
・
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
等
が
あ

り
ま
す
が
、
量
や
種
類
に
よ
り
う
蝕
の
進

行
速
度
が
変
わ
り
ま
す
。
細
菌
に
よ
り
食

品
の
糖
質
か
ら
酸
を
産
生
し
、
口
腔
内
の

ｐ
Ｈ
が
酸
性
に
傾
き
、
歯
を
溶
か
し
ま
す
。

３　
唾
液
の
役
割

　

唾
液
は
主
に
、「
耳
下
腺
」「
顎
下
腺
」「
舌

下
腺
」
な
ど
の
唾
液
腺
か
ら
口
腔
内
に
分
泌

さ
れ
ま
す
。
一
日
の
分
泌
量
は
０
・
５
～
１
・

５
リ
ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
、
常
に
口
腔
内
を

潤
し
、
粘
膜
の
保
護
、
細
菌
の
繁
殖
を
防
御
、

消
化
液
と
し
て
の
働
き
、
歯
の
再
石
灰
化
、

ｐ
Ｈ
の
維
持
な
ど
口
腔
内
の
健
康
を
保
持
、

全
身
の
健
康
を
守
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
食

べ
物
は
、
唾
液
と
よ
く
混
ざ
る
こ
と
で
飲

み
込
み
や
す
く
な
り
、
消
化
吸
収
を
助
け

ま
す
。

４　
舌
の
役
割

　

食
べ
物
を
味
わ
う
、
会
話
を
楽
し
む
、
こ

の
二
つ
に
舌
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
舌
に
は
味
覚
が
あ
り
、
甘
味
、
苦
味
、

酸
味
、
塩
味
の
４
つ
の
基
本
味
と
、
う
ま

味
の
混
合
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。

　

食
べ
物
を
口
に
取
り
込
む
と
き
、
最
初
に

舌
で
受
け
取
り
、
食
べ
物
の
食
感
な
ど
を

瞬
時
に
感
じ
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
舌
は

食
べ
物
を
歯
と
歯
の
間
に
運
ん
だ
り
、
上

手
く
噛
め
る
よ
う
に
食
べ
物
を
支
え
、
飲

み
こ
む
時
に
は
食
道
に
向
か
っ
て
食
べ
物

を
押
し
だ
し
ま
す
。
こ
れ
が
嚥
下
で
う
ま

く
い
か
な
い
と
誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
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角
つの

田
だ

　國
くに

義
よし

昭和25年　小山市生まれ
昭和50年　日本歯科大学卒業
昭和54年　小山市に角田歯科医院　開設
昭和58年　医学博士取得（日本大学）
平成元年　支払基金審査委員
平成９年　栃木県歯科医師会理事
　　　　　国保連合会診療報酬審査委員　現職
平成18年　栃木県歯科医師会常務理事　現職

プロフィール

防
・
改
善
す
る
の
に
歯
と
口
の
健
康
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
歯
が
多
く
残
っ
て
い
る
人
ほ
ど

医
療
費
が
少
な
い
」
と
い
う
統
計
が
あ
り

ま
す
。
が
ん
の
患
者
も
口
腔
ケ
ア
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
入
院
日
数
も
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

平
均
寿
命
は
、
男
性
80
・
79
歳
、
女
性

87
・
05
歳
（
平
成
25
年
）
で
す
が
、
健
康

寿
命
は
約
10
年
短
く
、
何
ら
か
の
介
護
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
大
切
な
健
康
寿

命
の
延
伸
の
た
め
に
、
歯
と
口
の
健
康
は

大
切
な
役
目
を
果
た
し
、
全
身
の
健
康
を

守
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
医
療
費
の
減

少
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
歯
と
口
の
健
康
に
留
意
し
、
特

に
歯
周
病
等
の
健
診
と
早
期
の
治
療
を
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

５　
お
口
の
健
康
、

　
　
生
活
の
質
の
維
持
の
た
め
に

　

毎
食
後
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
大
切
で
す
。

歯
と
歯
の
間
に
プ
ラ
ー
ク
は
溜
り
や
す
い

の
で
、
歯
間
ブ
ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

等
の
補
助
用
具
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

義
歯
は
汚
れ
や
す
い
も
の
、
洗
浄
液
等

を
使
用
し
、
水
道
の
流
水
と
ブ
ラ
シ
で
よ

く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

噛
み
合
わ
せ
は
大
切
で
す
。
欠
損
歯
が

あ
る
場
合
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
や
義
歯
で
補
綴

し
、
よ
く
噛
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
齢
と
と
も
に
唾
液
量
は
減
少
し
や
す

い
も
の
で
す
、
よ
く
噛
ん
で
十
分
唾
液
を

だ
し
て
食
事
を
す
る
事
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
年
と
と
も
に
口
腔
機
能
は
低
下

し
ま
す
、
栄
養
摂
取
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
唾
液
腺
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
舌
、
顔
面
の
運
動
な
ど
、「
健
口

体
操
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
を
失
う
原
因
の
90
％
は
歯
周
病
と
虫

歯
で
す
。
早
期
に
多
く
の
歯
を
失
う
こ
と

は
、
食
生
活
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な

く
、
噛
み
し
め
る
能
力
が
低
下
す
る
た
め

運
動
機
能
も
衰
え
、
ケ
ガ
や
転
倒
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
多
く
を
予

【
健
口
体
操
】

お
口
の
健
康
に
、
介
護
予
防
に

１　

顔
面
体
操

＊
く
ち
び
る
を
横
に
引
き
、
頬
を
あ
げ

る
＊
口
と
目
を
思
い
き
り
大
き
く
あ
け
る

＊
口
を
閉
じ
、
頬
を
膨
ら
ま
せ
て
左
右

に
口
を
動
か
す

２　

舌
体
操

＊
口
を
開
け
て
舌
を
出
し
た
り
入
れ
た

り
す
る

＊
舌
を
前
に
出
し
左
右
に
動
か
す
、
舌

を
ぐ
る
っ
と
ま
わ
す

＊
口
を
閉
じ
舌
で
上
下
の
く
ち
び
る
を

押
す
、
左
右
の
頬
を
押
す

３　

唾
液
腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

　
　

唾
液
が
た
く
さ
ん
出
る
よ
う
に
！

＊
耳
下
腺
を
刺
激
す
る

　

指
を
頬
に
あ
て
、
上
の
奥
歯
付
近
を

押
し
て
ま
わ
す

＊
顎
下
腺
を
刺
激
す
る

　

親
指
で
あ
ご
の
下
か
ら
耳
の
下
に
か

け
て
押
す

＊
舌
下
腺
を
刺
激
す
る

　

親
指
で
あ
ご
の
下
か
ら
舌
を
つ
き
あ

げ
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
押
す
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保険者だより

自分でつくる みんなで支える キラリと光る自分でつくる みんなで支える キラリと光る

健康タウンのぎ健康タウンのぎ
を宣言しました！！を宣言しました！！

　野木町では、自分の健康は自分で守ることを原則とし、その上で、個人、地域、行政が互いに協力し
ながらみんなで健康づくりを推進することを決意し、「自分でつくる　みんなで支える　キラリと光る  
健康タウンのぎ」を宣言しました。

　式典のほか、健康タウンのぎ宣言を記念し、様々なイベントが行われました。

式典では主催者・来賓・会場の皆様が一
体となり宣言文を読み上げ、これからの健
康の健康づくりへの機運を高めました。

己抄呼（みさこ）さんによる記念講演
会。健康体操あり、笑いありの楽しい
内容で、会場は大きな笑い声に包まれ
ました。

栃木ＳＣインストラクターによる体操
教室。家庭でも簡単にできるストレッ
チ体操やロコモ予防体操を紹介・実
践していただきました。

フッ素歯面塗布事業。全身の健康は
歯の健康から。健康的な食生活を維
持するためにも、子どものころから虫
歯を予防することは大切なことです。
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健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
し
て

　

佐
野
市
は
、
関
東
平
野
の
北
端
、
栃
木

県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
足
尾
山
地
の
山

裾
が
広
が
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
首
都
東
京
か
ら
70
㎞
圏
内

に
あ
り
、
南
北
に
縦
断
す
る
東
北
自
動
車

道
、
東
西
に
横
断
す
る
北
関
東
自
動
車
道

が
交
差
接
続
し
て
３
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
抱
え
て
い
る
他
、
国
道
50
号
、

２
９
３
号
も
市
内
を
横
断
し
て
い
ま
す
。
鉄

道
交
通
網
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
、
東

武
佐
野
線
が
あ
り
、
都
心
部
や
成
田
国
際

空
港
等
と
直
結
す
る
高
速
バ
ス
も
運
行
さ

れ
て
い
る
等
、
北
関
東
の
玄
関
口
、
交
通

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地

理
的
背
景
と
、
佐
野
厄
除
け
大
師
や
佐
野

ラ
ー
メ
ン
、
い
も
フ
ラ
イ
を
は
じ
め
と
し

た
数
々
の
観
光
資
源
に
よ
り
、
観
光
立
市

を
掲
げ
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
み
、

現
在
の
人
口
は
約
12
万
人
、
高
齢
化
率
は

27
％
を
超
え
て
お
り
、
特
定
健
康
診
査
受

診
率
は
県
内
最
下
位
と
い
う
不
名
誉
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
市
で
は
、
平

成
25
年
度
に
「
さ
の
健
康
21
プ
ラ
ン
（
第

２
期
計
画
）」
を
策
定
し
、
す
べ
て
の
市
民

が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
り
続
け
、
心

豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
す

べ
て
の
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
最

終
目
標
に
掲
げ
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
脱
！
運
動
不
足
教
室
」
で

運
動
を
習
慣
化
す
る
き
っ
か
け
に

　

本
市
に
お
け
る
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、

生
活
習
慣
の
改
善
が
最
重
要
事
項
で
あ
る

と
し
て
、
健
康
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
健
康
教
室
を
計
画
す
る

に
あ
た
り
、「
栄
養
」
と
「
運
動
」
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
教
室
を
開
催
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
実
習
時
間

を
多
く
取
り
入
れ
、
一
緒
に
実
施
し
て
い

く
姿
勢
を
意
識
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

運
動
教
室
の
参
加
者
は
、
40
〜
74
歳
で
、

医
師
か
ら
運
動
制
限
を
さ
れ
て
い
な
い
方

と
し
、
９
時
30
分
〜
11
時
の
開
催
と
し
て

募
集
し
ま
し
た
。

　

健
康
教
室
の
参
加
者
募
集
に
は
、
毎
回

頭
を
悩
ま
せ
て
き
ま
し
た
。
特
に
運
動
教

室
で
は
、
対
象
者
を
絞
っ
て
再
度
周
知
し

た
り
、
夜
間
や
休
日
に
開
催
し
た
り
、
興

味
を
引
く
教
室
名
に
し
た
り
と
、
参
加
し

運動習慣の定着をめざして運動習慣の定着をめざして
̶ 脱！運動不足教室 －̶ 脱！運動不足教室 －

保健師活動報告

佐野市健康増進課成人保健係一同

や
す
さ
を
考
慮
し
て
計
画
し
た
つ
も
り
で

し
た
が
、
な
か
な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
度
は
、
教
室
名
を

「
脱
！
運
動
不
足
教
室
」
と
し
た
と
こ
ろ
、

広
報
で
の
周
知
と
特
定
健
康
診
査
受
診
結

果
へ
の
チ
ラ
シ
同
封
の
み
で
、
申
し
込
み

開
始
後
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
、
会
場
の
都

合
上
、
お
断
り
す
る
方
も
出
る
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。
教
室
内
容
そ
の
ま
ま
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
、
や
っ
て
み
よ
う
と
奮
起

さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

目
標
設
定
で
毎
日
の
生
活
を
振
り
返
る

　

教
室
は
、
お
お
よ
そ
週
１
回
計
８
回
開

催
し
、
２
か
月
間
で
１
ク
ー
ル
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
参
加
者
を
入
れ
替
え
て
、
年

間
３
ク
ー
ル
の
開
催
を
計
画
し
ま
し
た
。
現

在
は
３
ク
ー
ル
目
を
実
施
中
で
す
の
で
、
１

〜
２
ク
ー
ル
目
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
保
健
師
と
健
康
運
動
指
導

士
の
二
人
三
脚
で
行
な
い
ま
し
た
。
健
康

運
動
指
導
士
は
、
委
託
先
の
都
合
等
に
よ

り
、
１
ク
ー
ル
通
し
て
同
じ
講
師
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
を
懸
念
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に

は
様
々
な
や
り
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
に
は
、
か
え
っ
て
良
か
っ
た
よ
う

で
す
。
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初
回
は
、
運
動
の
効
果
や
運
動
の
タ
イ

プ
等
に
つ
い
て
講
話
し
、
そ
の
後
、
参
加

者
各
々
に
目
標
を
立
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
毎
日
10
分
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
」
等
、
継
続
で
き
そ
う
な
簡
単
な
目
標

に
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
目
標
の

実
施
の
有
無
や
日
々
の
様
子
等
を
書
く
記

録
表
を
渡
し
、
毎
日
書
き
留
め
る
こ
と
で

自
身
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
記
録
表
を
毎
回
教
室
参
加
時
に

提
出
し
て
も
ら
い
、
保
健
師
が
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
参

加
者
の
意
識
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

趣
向
を
変
え
て
楽
し
い
教
室
内
容
に

　

２
回
目
は
正
し
い
姿
勢
や
歩
き
方
、
体

の
ゆ
が
み
を
改
善
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
の
他
、

腰
痛
膝
痛
を
改
善
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
つ

い
て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
60
歳
代

が
多
い
こ
と
か
ら
、
興
味
を
も
っ
て
参
加

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

　

３
回
目
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
実
際
に
セ
ン
タ
ー

近
辺
を
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
し
た
。

　

４
回
目
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
サ
ー

キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

下
肢
の
筋
力
ア
ッ
プ
を
意
識
し
た
も
の
で

す
。

ウォーキングに出発ですスクワットはきついようです音楽に合わせて楽しく動きます

　

５
〜
８
回
目
は
趣
向
を
変
え
て
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
中
心
に
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

初
経
験
の
方
も
多
く
、
き
つ
い
け
れ
ど
楽

し
い
と
い
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

運
動
を
定
着
さ
せ
る
に
は
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
継
続
さ
せ
る
に
は
楽
し

く
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
継
続
し
て
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
内
容
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
、
飽
き
な
い
よ
う
に
、
ま
た
興
味
を
持
っ

て
参
加
で
き
る
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

運
動
は
無
理
な
く
楽
し
く

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
会
場
の
広
さ
の
都
合

上
、
定
員
数
は
20
人
と
し
ま
し
た
。
１
ク
ー

ル
目
は
平
均
年
齢
62
・
８
歳
、
１
回
あ
た

り
平
均
17
人
参
加
、
う
ち
男
性
は
３
人
で

し
た
。

　

２
ク
ー
ル
目
は
、
申
し
込
み
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
手
狭
に
な
り
ま
す
が
、
定
員

を
25
人
に
増
や
し
て
募
集
し
ま
し
た
。
平

均
年
齢
63
・
９
歳
、
１
回
あ
た
り
平
均
23

人
参
加
、
う
ち
男
性
は
３
人
で
し
た
。

　

教
室
後
に
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
み
ま
す
と
、
教
室
全
体
の
感
想
と
し

て
、「
無
理
な
く
続
け
ら
れ
た
」「
楽
し
く

参
加
で
き
た
」
と
い
う
意
見
が
大
半
で
あ

り
、
運
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
は
認
識
し

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

講
義
内
容
に
つ
い
て
も
、「
自
分
に
必
要

な
運
動
」「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
有
酸
素

運
動
の
違
い
」「
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

姿
勢
」
等
々
、
ほ
ぼ
全
員
の
方
が
「
習
得

で
き
た
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

運
動
習
慣
の
定
着
に
向
け
て

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
良
い
結
果
ば
か
り

で
す
が
、
運
動
を
継
続
し
習
慣
と
し
て
定

着
さ
せ
る
に
は
、
今
後
の
生
活
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
今
回
の
教
室
で
は
き
っ
か
け

を
提
供
し
た
に
す
ぎ
ず
、
各
講
師
所
属
先

の
紹
介
等
に
と
ど
ま
り
、
継
続
で
き
る
環

境
を
提
供
す
る
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
今
回
の
よ
う
な
教

室
を
長
期
間
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
多
く
、
受
動
的
な
傾
向
に
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
市
民
全
体
も
同
様
な

傾
向
で
あ
り
、
市
民
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー

的
な
存
在
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
事
後
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
見

直
す
と
と
も
に
、
運
動
の
楽
し
さ
を
継
続

し
て
体
感
で
き
る
よ
う
、
市
主
催
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
を
情
報
提
供
す
る
等
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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県
は
、
こ
の
た
び
栃
木
県
医
師
会
、
栃

木
県
保
険
者
協
議
会
と
協
働
し
て
「
栃
木

県
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
保
険
者
が
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
対
象
者
の
抽
出
や
医
療
機
関

と
連
携
し
た
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
医
療
機
関
で
の

治
療
に
結
び
つ
け
、
糖
尿
病
の
発
症
や
重

症
化
、
人
工
透
析
へ
の
移
行
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
示
し
た
、
保
険
者
の

取
組
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
対
象
者
の
抽
出

　

特
定
健
診
デ
ー
タ
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

等
を
活
用
し
て
、
糖
尿
病
境
界
域
段
階
、

糖
尿
病
重
症
化
予
防
段
階
、
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防
段
階
に
あ
る
被
保
険
者
を

抽
出
し
ま
す
。

◆
具
体
的
な
取
組
内
容

○
情
報
提
供

　

境
界
域
段
階
の
者
に
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
健
診
結
果
説
明
会
等
を
活
用
し
て
、

糖
尿
病
の
基
礎
知
識
、
合
併
症
の
危
険

性
、
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
、
特
定
健
診

の
継
続
受
診
や
か
か
り
つ
け
医
と
の
健
診

結
果
の
共
有
の
必
要
性
に
つ
い
て
情
報
提

供
し
ま
す
。

○
受
診
勧
奨

　

糖
尿
病
又
は
糖
尿
病
性
腎
症
が
疑
わ
れ

る
者
の
う
ち
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
な

い
者
や
治
療
を
中
断
し
て
い
る
者
に
は
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
を
勧
め
ま
す
。

　

受
診
勧
奨
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
者
の

状
態
に
応
じ
て
、
効
果
的
な
方
法
（
手
紙

の
送
付
や
電
話
、
面
接
、
訪
問
）
を
検
討

し
ま
す
。

　

受
診
勧
奨
か
ら
２
〜
３
か
月
後
に
レ
セ

プ
ト
デ
ー
タ
に
よ
り
対
象
者
の
糖
尿
病
受

療
歴
を
確
認
し
、
受
療
歴
が
な
い
場
合
に

は
、
面
接
、
訪
問
等
に
よ
り
、
再
度
受
診

勧
奨
を
行
い
ま
す
。

○
保
健
指
導

　

糖
尿
病
性
腎
症
で
治
療
中
の
者
の
う
ち

本
人
の
同
意
と
か
か
り
つ
け
医
か
ら
「
指

示
書
」
の
提
出
が
あ
っ
た
者
に
は
、
医
師

の
指
示
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
い
、
行
動
目
標
を
設
定
し
た

う
え
で
、
食
事
・
運
動
指
導
を
実
施
し
ま

す
。

　

保
健
指
導
の
期
間
は
６
か
月
を
目
安
と

し
、
「
糖
尿
病
連
携
手
帳
」
を
活
用
し
て

保
険
者
、
対
象
者
及
び
か
か
り
つ
け
医
間

の
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。
支
援
方
法
や

頻
度
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
と
保
険
者
の

実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
事
業
評
価

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
実
施
し
た

事
業
に
つ
い
て
、
実
施
者
数
や
改
善
状
況

等
の
指
標
を
用
い
て
分
析
評
価
し
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
て
次
の
事
業
展

開
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防
の
取
組
は
、

保
険
種
別
に
関
わ
り
な
く
、
保
険
者
が
共

通
的
に
取
り
組
む
べ
き
疾
病
予
防
・
健
康

づ
く
り
に
係
る
指
標
と
さ
れ
、
市
町
国
保

に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
前
倒
し

で
実
施
し
て
い
る
保
険
者
努
力
支
援
制

度
に
お
い
て
最
高
の
配
点
と
な
っ
て
い
る

等
、
重
点
課
題
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
被
保
険
者
の
糖
尿
病
重
症
化
を
防
ぐ

と
と
も
に
国
保
財
政
の
安
定
を
図
る
た

め
、
ぜ
ひ
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
た
事

業
の
実
施
を
御
検
討
く
だ
さ
い
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
県
内
全
て
の
保
険

者
に
普
及
し
、
県
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸

と
医
療
費
適
正
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

「栃木県糖尿病重症化予防プログラム」について「栃木県糖尿病重症化予防プログラム」について

国 保 医 療 課 だ よ り

栃木県保健福祉部国保医療課
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今
回
、
寄
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
あ

ら
た
め
て
健
康
法
に
つ
い
て
思
い
起
こ
し

て
み
ま
し
た
が
、
国
保
を
所
管
す
る
課
長

と
し
て
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
胸
を
張
っ

て
言
え
る
よ
う
な
健
康
法
は
実
践
し
て
な

い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
私
が
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
病
気
も

せ
ず
に
健
康
で
こ
ら
れ
た
の
が
不
思
議
で

す
が
、
若
い
頃
か
ら
、
体
を
動
か
す
の
は

好
き
で
し
た
。

　

就
職
し
た
の
は
１
９
８
０
年
代
、
世
の

中
は
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
で
し
た
。
映
画
の
「
私

を
ス
キ
ー
に
連
れ
て
っ
て
」
が
ヒ
ッ
ト
し
、

猫
も
杓
子
も
ス
キ
ー
を
す
る
の
が
当
た
り

前
の
時
代
、
私
も
上
達
し
た
い
一
心
で
ス

キ
ー
に
励
み
ま
し
た
。
休
日
が
来
る
の
を

心
待
ち
に
、
今
週
は
県
内
、
来
週
は
福
島
、

と
き
に
は
新
潟
や
長
野
へ
と
、
毎
週
の
よ

う
に
ス
キ
ー
場
に
通
い
、
そ
こ
そ
こ
上
達

し
ま
し
た
。
所
期
の
目
標
の
達
成
に
つ
い

て
は
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
ス
キ
ー
が
縁

と
な
っ
て
妻
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
結
婚
し
子
育
て
に
追
わ
れ
る
と
と
も

に
、
す
っ
か
り
ス
キ
ー
場
か
ら
は
遠
ざ
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
で
も
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
広
瀬
香
美
さ
ん
の
曲
が
流
れ
る

と
、
そ
の
頃
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
趣
味
と
い
え
る
の
は
鮎
釣

り
で
す
。
鮎
釣
り
で
は
、
お
と
り
を
変
え

た
り
、
釣
る
ポ
イ
ン
ト
を
変
え
た
り
と
工

夫
を
こ
ら
し
、
鮎
と
の
知
恵
比
べ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ね
ら
い
ど
お
り
に
上
手
く

い
っ
た
時
の
気
分
は
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

夏
場
の
解
禁
時
期
に
は
、
釣
果
を
求
め
て

あ
ち
こ
ち
遠
出
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
は
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
と
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
近
場
の
河
川
で
釣
り

糸
を
垂
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
、「
メ
タ
ボ
」
と
言
わ
れ

て
も
お
酒
を
飲
み
た
い
時
に
飲
み
、
タ
バ

コ
も
や
め
な
い
と
い
う
生
活
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
五
十
代
後
半
に
さ
し
か
か
り
、
今

後
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も

好
き
な
鮎
釣
り
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
、
少
し
で
も
元
気
で
長
生
き
で
き
る
よ

う
、
食
生
活
に
注
意
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
健
康
を
維
持
し
、

末
永
く
家
族
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宇都宮市保険年金課

課 長 橋
は し

本
も と

 一
か ず

守
も り

ア
ウ
ト
ド
ア
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

私の趣味と
健康法



22

①私の街自慢（街の自慢をご記入ください）　　②趣味・特技　　③健康法・ストレス解消法
④国保事務を担当しての感想・意見など　　⑤最近気になること

　①　益子焼は全国的にも有名であり、年に 2回開かれる陶器市
では海外からのお客様もたくさんいらっしゃいます。また、
町内には歴史的建造物や遺跡などがたくさんあり、国指定文
化財が 7つもあります。他にも土祭や、昨年 10 月オープンの
道の駅ましこなど魅力がたくさんありますので、ぜひ益子町
へいらしてください。

②　登山、自転車、マラソン
③　健康のために週 1～2 回のジョギングをしています。ダイエットにもなり、悩みがあるときに

は頭の中がスッキリし、ストレス解消にもなります。
④　最初は国保と聞いても保険証のイメージしか持っておりませんでしたが、実際はそれ以外に

も資格・給付業務や特定健診など業務が多岐にわたることに驚きました。また、国保税賦課・
徴収については税務課が担当になるため、税務課担当者との密接な連携も重要であり、多くの
ことを学べます。

⑤　以前よりも少食になっていること。

野 澤　竜 一
の ざわ りゅう いち

益子町　住民課　国保年金係　主事

道の駅ましこがオープンしました！道の駅ましこがオープンしました！

2 年 0カ月
国保経験年数

①　塩谷町といえば、欠かせないのが「水」です。高原山山麓標
高590ｍから湧き出る尚仁沢湧水は、環境省選定名水百選に
選ばれた、甘みのある、軟らかなアルカリイオン水です。平成9
年、全国37都道府県から集められたおいしい水の中で、全国第
一位に認定され、その恩恵を受け、菊の花やお酒等、数々の名
産品が生まれています。また、水道水がおいしい町全国第５位にも選ばれている、水と共に生きてい
る町です。
②　若い頃はバンド活動でしたが、現在は子供と一緒に、おもちゃで本気で遊ぶことです。
③　子育てをしている中で、なかなか時間が取れませんが、移動中の車内は自分だけの時間です。そこ
で大好きな音楽を聴いたり、熱唱したりすることが、私の健康法・ストレス解消法です。
④　今年度より保険年金担当となり、先輩方に助けられながら、早１年が過ぎようとしています。塩谷
町はこの担当内で、国保・後期高齢・年金を扱っていますが、当初はその制度の違いや、制度改正
等、自分の知識が全く追いつかず、四苦八苦した覚えがあります。これからも、「日々勉強」の気持ち
を忘れずに、努めていきたいと思います。
⑤　子供の交友関係と、子供と私がどうしたら痩せられるか、ということです。　

手 塚　恭 子
て つか きょう こ

塩谷町　住民課　保険年金担当　主事

「おいしい水」と生きていく「おいしい水」と生きていく

１年０カ月
国保経験年数
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下
肢
の
筋
力
ア
ッ
プ
で
寝
た
き
り
予
防

平
成
28
年
度

健
康
づ
く
り
推
進
員
等
交
流
会

　

２
月
９
日
（
木
）、
宇
都
宮
市
東
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
平
成
28
年
度
健

康
づ
く
り
推
進
員
等
交
流
会
」
を
開
催
し
、

降
り
し
き
る
雪
の
中
、
地
域
の
中
で
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
活
動
に
従
事
し
て
い

る
方
１
２
１
人
が
参
加
し
た
。
今
回
、「『
貯

筋
ア
ッ
プ
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
』
―
健

幸
の
秘
訣
は
足
腰
か
ら
！
―
」
と
題
し
、

昨
年
に
引
き
続
き
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
ア
ド

バ
ン
ス
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
井
上
益

慶
氏
に
よ
る
講
話
及
び
実
技
を
実
施
し
た
。

高
齢
者
が
寝
た
き
り
に
な
る
最
大
要
因
の

「
転
倒
」
を
予
防
す
る
に
は
、
下
肢
の
筋
力

ア
ッ
プ
が
必
須
。
日
常
生
活
の
中
で
簡
単
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
た
。
ま
た
、
複

数
回
の
刺
激
を
与
え
る

こ
と
で
脳
を
活
性
化
す

る
作
用
が
あ
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
「
シ
ナ
プ
ソ
ロ

ジ
ー
」
も
体
験
し
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
に
活

か
せ
る
、
実
り
あ
る
交

流
会
と
な
っ
た
。

都
道
府
県
化
に
向
け
最
新
情
報
を
学
ぶ

平
成
28
年
度
国
保
セ
ミ
ナ
ー

　

１
月
12
日
（
木
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
28
年
度
国
保
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
市
町
国
保
運
営
協
議
会
長
及

び
国
保
主
管
課
長
等
57
人
が
参
加
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課

長
榎
本
健
太
郎
氏
が
「
新
た
な
国
民
健
康
保

険
制
度
に
向
け
て
」
と
題
し
、
国
保
事
業

費
納
付
金
や
標
準
保
険
料
率
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
見
直
し
）、
今
後
の
検
討
課

題
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
保
険
者
努
力
支

援
制
度
（
前
倒
し
）
の
評
価
指
標
等
新
国

保
制
度
施
行
に
係
る
現
状
及
び
検
討
状
況

等
に
つ
い
て
講
演
。
保
険
者
で
は
納
付
金

の
提
示
を
受
け
、
標
準
保
険
料
を
参
考
に

実
際
の
保
険
料
率
を
算
出
し
運
営
協
議
会

に
諮
る
た
め
、
平
成
30
年
度
の
施
行
に
向

け
て
非
常
に
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
る
こ
と
か
ら
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
た
。
都
道
府
県

化
に
向
け
、
保
険
者

が
取
り
組
む
べ
き
業

務
や
課
題
を
再
認
識

す
る
研
修
会
と
な
っ

た
。

捜
索
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
確
認

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
料（
税
）

徴
収
事
例
研
究
会

　

２
月
３
日
（
金
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）
徴
収
事
例
研
究
会
」
を
開
催
し
、

国
保
保
険
料
（
税
）
徴
収
事
務
担
当
者
40

人
が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
事
例
研
究
と
し
て
、
今
年
度
徴
収

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
対
象
市
で
あ
る
、

矢
板
市
税
務
課
徴
収
担
当
主
査
市
村
栄
氏

及
び
日
光
市
市
民
生
活
部
収
税
課
収
税
係

課
長
補
佐
山
田
徹
氏
が
事
例
を
発
表
。
３

回
に
わ
た
り
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
堀
博
晴

氏
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ロ
ー
カ
ル
ガ

バ
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）
か

ら
指
導
を
受
け
た
案
件
や
、
徴
収
に
か
か

る
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

今
年
度
よ
り
本
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
は
机

上
の
み
で
な
く
捜
索
も
実
施
し
て
お
り
、

よ
り
具
体
的
か
つ
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
堀
氏
か
ら
捜
索

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
取
り
組
ん
だ
事
例
の

発
表
に
対
し
、
出
席
者
か
ら
も
活
発
な
質

疑
が
な
さ
れ
、
堀
氏
か
ら
の
助
言
の
も
と
、

研
究
協
議
を
実
施
し
た
。

　

続
い
て
、「
徴
収
（
収
納
）
改
革
―
新
た

な
る
領
域
へ
の
挑
戦
―
」
と
題
し
、
堀
氏

よ
り
東
京
都
庁
在
職
時
や
、
国
民
健
康
保

険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
の
経
験
に
基
づ
く
講
演
が
な
さ
れ

た
。
法
律
ど
お
り
に
「
滞
納
＝
差
押
え
」
を

当
た
り
前
に
で
き
る
自
治
体
と
な
る
こ
と
、

徴
収
率
が
低
い
自
治
体
は
住
民
が
納
期
内

納
付
を
し
な
く
な
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な

自
治
体
を
作
ら
な
い
よ
う
、
徴
収
率
を
上

げ
て
足
元
を
固
め
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

を
説
明
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
徴
収
率
向

上
に
向
け
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
の
事
例
も
紹
介
す
る
な

ど
し
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講
し
た
。

　

講
演
後
、
捜
索
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
実

施
し
、
行
政
側
が
滞
納
者
宅
（
会
社
）
に

入
室
す
る
ま
で
を
演
じ
た
。
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
後
、
堀
氏
か
ら
の
講
評
も
聞
く
こ
と
が

で
き
、
参
加
者
は
徴
収
吏
員
と
し
て
の
取

り
組
み
姿
勢
や
意
識
の
持
ち
方
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
研
修
会
と
な
っ
た
。

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト
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年
度
内
策
定
に
向
け
最
終
調
整

平
成
28
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会

保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会（
第
3
回
）

　

３
月
２
日
（
木
）、
本
会
９
０
１
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
28
年
度
栃
木
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
保
健
事
業
支
援
・
評

価
委
員
会
（
第
３
回
）」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
度
中
の
計
画
策
定

を
目
指
し
て
い
る
２
保
険
者
が
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
最
終
案
の
う
ち
、
前
回
助
言

を
受
け
再
調
整
し
た
箇
所
を
中
心
に
説
明
。

地
域
に
則
し
た
よ
り
実
効
性
の
高
い
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
に
向
け
、
最
終
調
整
と

な
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
既

に
策
定
済
の
２
保
険
者
が
、
平
成
27
年
度

保
健
事
業
実
施
後
の
自
己
評
価
結
果
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
平
成
28
年
度
末
ま
で

に
24
の
保
険
者
が
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を

策
定
予
定
。
次
年
度
も
引
き
続
き
、
本
委

員
会
で
は
次
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
支

援
も
視
野
に
入
れ
、
個

別
保
健
事
業
計
画
策
定

支
援
・
評
価
等
を
実
施

し
、
保
険
者
支
援
を
展

開
し
て
い
く
。

糖
尿
病
に
係
る
保
健
指
導
の
手
法
を

学
ぶ

栃
木
県
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
研
修
会

　

栃
木
県
保
険
者
協
議
会
は
２
月
23
日

（
木
）、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
栃
木
県
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
研
修
会
」
を
開
催
。
保
険
者
協
議

会
構
成
団
体
に
属
す
る
事
務
職
や
保
健
師

等
の
専
門
職
１
０
６
人
が
参
加
し
た
。

　

本
研
修
会
で
は
始
め
に
、
県
・
医
師
会
・

保
険
者
協
議
会
が
連
携
し
、
糖
尿
病
発
症
や

重
症
化
、
人
工
透
析
へ
の
移
行
を
防
止
す
る

た
め
に
昨
年
12
月
に
策
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
概
要
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
続
い
て
高

田
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
栃
木
市
）
高
田
良
久
院

長
が
、「
糖
尿
病
の
基
礎
知
識
と
重
症
化
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
の
た
め
の
保
健
指
導
」

と
題
し
講
演
。
糖
尿
病
療
養
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
患
者
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、

よ
り
具
体
的
に
実
現
可
能
な
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
が
重
要
と
し
た
。
ま
た
、
保
険

者
か
ら
の
具
体
的
な
事
例
発
表
も
交
え
て
、

情
報
の
共
有
化
を
図
っ
た
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考

と
な
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

健
（
検
）
診
受
診
率
向
上
の
施
策
を
知
る

平
成
28
年
度
第
２
回
保
健
事
業
専
門

研
修

　

２
月
28
日
（
火
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
28
年
度
第
２
回
保
健
事

業
専
門
研
修
」
を
開
催
し
、
各
市
町
保
健

事
業
担
当
者
58
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
健
診
（
検
診
）
受
診

率
向
上
に
係
る
取
り
組
み
の
参
考
と
し
て
、

行
動
科
学
の
知
見
及
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
た
効
率
的
・

効
果
的
な
各
種
健
診
（
検
診
）
の
受
診
率

向
上
施
策
を
紹
介
。
株
式
会
社
キ
ャ
ン
サ
ー

ス
キ
ャ
ン
代
表
取
締
役
社
長
福
吉
潤
氏
が

「
検
（
健
）
診
を
受
け
な
い
人
の
、
受
け
な

い
本
当
の
理
由
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

　

実
は
、
検
（
健
）
診
を
受
け
な
い
最
も

多
い
理
由
は
「
た
ま
た
ま
受
け
て
い
な
い
」

こ
と
。
た
だ
、
受
診
す
る
必
要
性
を
今
は
感

じ
て
い
な
い
人
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

「
受
け
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
人
」
た
ち

が
未
受
診
者
対
策
の
第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
と
し
た
。
受
診
率
を
上
げ
る
に
は
、

「
誰
に
」
対
し
「
ど
の
よ
う
な
」
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
か
と
い
う
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
、
ま
ず
は
未
受
診
者
を
グ
ル
ー
プ
分

け
す
る
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
分
け
に
は
、
各
市
町
に

あ
る
受
診
履
歴
、
受
診
結
果
、
特
定
健
診

の
問
診
項
目
等
の
デ
ー
タ
活
用
が
有
効
で

あ
る
と
続
け
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

各
セ
グ
メ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
受
診
勧
奨
資

材
を
作
成
す
る
こ
と
で
受
診
率
向
上
に
繋

が
る
。
ま
た
、
過
去
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ

る
分
類
が
不
可
能
な
健
診
未
経
験
者
の
対

策
は
課
題
で
も
あ
る
が
、
勧
奨
方
法
の
工

夫
次
第
で
効
果
に
繋
が
る
も
の
も
あ
る
と

し
た
。
本
講
演
で
は
、
各
種
デ
ー
タ
の
活

用
・
分
析
に
よ
る
「
勧
奨
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
動
が
起
き
る
人
」
に
特
化
し
た
受
診

勧
奨
・
再
勧
奨
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
他
、
平
成
29
年
度
か
ら
本
事
業
と

し
て
実
施
す
る
人
工
知
能
を
活
用
し
た
特

定
健
診
受
診
率
向
上
支
援
事
業
の
概
要
や
、

糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る

支
援
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
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セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

最
近
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
見

聞
き
す
る
言
葉
、「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
が
今
回
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
先
日
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
旗
印
に
始
ま
っ
た
「
対
象

と
な
る
市
販
薬
を
一
定
額
以
上
買
う
と
税

控
除
が
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
税
控
除
だ
け
に
注
目
す
る
と

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
市

販
薬
を
使
う
こ
と
（
自
主
服
薬
）
だ
け
の

よ
う
に
勘
違
い
し
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
お
い
て
は
、「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
「
自
分
自
身
の
健
康
に

責
任
を
持
ち
、
軽
度
な
身
体
の
不
調
は
自

分
で
手
当
て
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
は
、
病
気
に
な
っ
た
ら
医
者
に

治
し
て
も
ら
う
と
い
う
考
え
が
古
く
か
ら

根
ざ
し
て
い
て
、
国
民
皆
保
険
制
度
に
お

い
て
そ
の
考
え
は
完
全
に
定
着
し
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
医
学
の
発
展
を
背
景
に
、
保

険
制
度
の
お
か
げ
で
外
科
的
療
法
や
乳
幼

児
の
死
亡
の
主
な
原
因
だ
っ
た
感
染
症
な

ど
の
急
性
期
医
療
を
受
け
て
救
わ
れ
た
多

く
の
命
の
数
が
世
界
に
誇
る
平
均
寿
命
や

乳
児
死
亡
率
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
自
分
で
で
き
る
初
期
手
当
ま

で
受
診
し
て
、
医
療
機
関
任
せ
に
す
る
人

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

急
性
期
医
療
に
並
ん
で
、
食
生
活
の
変

化
や
近
代
社
会
の
ス
ト
レ
ス
が
関
与
す
る

生
活
習
慣
病
や
高
齢
化
に
よ
る
退
行
性
疾

患
も
重
要
な
医
療
の
分
野
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
医
療
の
現
状
を
眺
め
ま
す

と
、
急
な
傷
病
の
初
期
手
当
か
ら
、
健
康

寿
命
延
伸
を
目
指
す
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

ま
で
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
健

康
管
理
の
基
本
だ
と
い
う
こ
と
が
み
え
て

き
ま
す
。

自
分
自
身
の
健
康
を
管
理
し
よ
う

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
の

健
康
に
関
心
を
も
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
だ
け

で
は
な
く
、病
気
に
向
か
っ
て
い
る
「
未
病
」

と
い
う
要
注
意
状
態
に
対
応
を
す
る
こ
と

も
、
病
気
か
ら
回
復
し
た
後
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
、「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
の
一
貫
で
す
。

　

と
は
い
え
、
闇
雲
に
自
分
独
自
の
健
康

法
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

病
気
が
治
り
に
く
い
時
や
繰
り
返
し
症

状
が
で
る
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
専
門
の

領
域
の
医
師
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
も
と
も
と
医
師
や
薬
剤
師
、
そ
の

他
の
医
療
関
連
の
専
門
職
能
従
事
者
は
、

健康の主役はあなた自身です健康の主役はあなた自身です

「セルフメディケーション」「セルフメディケーション」
まずは自分の健康に関心をもとう！まずは自分の健康に関心をもとう！

健 康 だ よ り

栃木県国民健康保険団体連合会　衛生管理者　登坂　美子

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
践

　

普
段
か
ら
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
習
慣
も
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
た
と
え
ば
家
庭
に
あ
る
身
近
な

健
康
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
、
体
温
計
は
発
熱

の
具
合
を
客
観
的
に
捉
え
、
体
重
計
は
メ

タ
ボ
改
善
の
指
標
に
な
り
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
熱
が
あ
っ
て
か
ぜ
の
徴
候
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
薬
を
飲
ん
で
休
む
。
や
け

ど
を
し
た
ら
、
患
部
を
15
分
〜
30
分
間
流

水
で
十
分
冷
や
し
て
か
ら
受
診
す
る
。
眼

精
疲
労
な
ど
目
の
ト
ラ
ブ
ル
対
処
は
、
一

時
間
に
一
度
目
を
閉
じ
て
数
回
深
呼
吸
す

る
。「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実

践
は
こ
ん
な
風
に
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
践
す
る
う
え
で
注
意
し
た
い
こ
と

　

ま
ず
は
、
自
分
自
身
が
健
康
生
活
の
主

役
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

　

で
き
れ
ば
身
近
に
相
談
相
手
を
み
つ
け

て
、
偏
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
に
陥
ら
な
い
よ
う

に
、
そ
し
て
よ
く
な
ら
な
い
と
き
は
、
迷

わ
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
あ
な
た
は
、「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
で
き
て
い
ま
す
か
？
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那珂川
警察署

那珂川町役場

293
三枚畑

都橋

田町

下馬頭

至常陸大宮

森の散歩道❸

❶地元産の八溝杉が使用された「馬頭広重美術館」。歌川広重の肉
筆画や歌川派の浮世絵版画等「青木コレクション」が展示されてい
ます。

❷武茂城主の菩提寺「乾徳寺」 ❸乾徳寺の裏山には森の散歩道があり、すく
すくの森へと続きます。

❽唐の御所へと続く道には、春が訪れていま
した。

7世紀前後の横穴式古墳「唐の御
所横穴」は、平将門の娘が隠れ住
んだという伝説が残されています。

❾那珂川町の旬の野菜や果実が揃う「道の
駅ばとう」。地元の和洋菓子も数多く並ん
でいました。

散策の最後に地元のお菓子屋さ
んで購入しました。
お餅のコシ、あんことクリームの甘さ
が程良く、いくつでも食べられる美
味しさです!

❹散策路が整備されています。 ❺山頂にはベンチがあり、日光連山、那須連
山を一望できます。

❻すくすくの森への入口です。 ❼のどかな風景が続きます。

歩　　数：13,219歩 実際に歩いた距離：9.91㎞
所要時間：約1時間58分（散策・休憩を除く） 消費カロリー：約330kcal（約ざるそば1人前分）
◎馬頭広重美術館を往復したデータになります。
◎今回歩いたコースは、マップ上に赤色で記してあります。

参考データ

歩こう！歩こう！
あの道あの道

　清流那珂川が流れ、複数の美術館や歴史的建造物を有し、温泉が湧き、小砂焼や八溝ししまる、温泉
トラフグなどの数多くの特産品・名産品を有する那珂川町。今回は、馬頭広重美術館をスタート地点と
した市街地付近を散策しましたが、「日本で最も美しい村」に加盟する小砂地区や、関東最大級であり
町の花でもあるカタクリ群生地を楽しめるカタクリ山公園、表紙の写真にもある富山の岩ウチワ群生
地、夕焼けを眺めながら入浴できる馬頭温泉郷付近もおススメの散策スポットです。今回の散策では、
お昼ごはんに香りも良く程良いコシがある八溝そばを堪能し、お土産として人気のスイーツも購入する
ことができました。春の訪れとグルメを楽しみに、那珂川町を散策してみてはいかがでしょうか。

那珂川町・すくすくの森周辺散策と
　　　　　　　　　　グルメを楽しもう

検索那珂川町観光協会那珂川町の散策に関する詳しい情報は、ＨＰを検索してください。
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に
携
わ
っ
て
３
年
、
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も
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離
れ
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と
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
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編
集
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戸
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が
ら
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皆
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協
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に
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り
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に
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る
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が

で
き
ま
し
た
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大
変
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申
し
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ま
す
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側
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ら
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る
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に
立
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、
文
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で
伝
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る
難
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さ
を
知
る
一
方
で
、
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し
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も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
月

か
ら
新
た
な
担
当
者
を
迎
え
る
「
栃
木
の

国
保
」
を
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。（
Ｔ
）
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パ
パ
、メ
タ
ボ
健
診

ち
ゃ
ん
と
受
け
て
ね
。

介
護
が
必
要
に
な
る
疾
病
の
多
く
は
、生
活
習
慣
病
が
原
因
。

子
ど
も
の
成
長
を
い
つ
ま
で
も
健
康
な
体
で
見
守
っ
て
い
け
る
よ
う

予
防
の
た
め
に
も
、メ
タ
ボ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※メタボ健診は
　特定健診
　のことです。

とちまるくん Ⓒ栃木県

栃木県保険者協議会 健康保険組合、全国健康保険協会栃木支部、共済組合、国民健康保険（市町・組合）、栃木県後期高齢者医療広域連合
栃木県医師会、栃木県、健康保険組合連合会栃木連合会、栃木県国民健康保険団体連合会

メタボ健診
を受診しましょう。

大切な人のために

40

40～歳
等

75歳未満

75歳以上の方は後期高齢者医療制度の健康診査を受診できます。

メタボ健診では、
こんな検査を行います！

メタボ健診の費用は？

自己負担額はご加入の医療保険者にお問い合わせください。
ご加入の医療保険者から届いたお知らせに記載されている
受診機関、受診日をチェック！申込みをして、受診しましょう。

メタボ健診を受ける人は？

年に１度、メタボ健診を受けて、
生活習慣病を予防しよう。

いつ、どこで受けるの？

の方が対象です。
お腹まわり
計測

内臓脂肪
蓄積量

血圧・
血液検査

尿検査 肝機能
検査

生活習慣
問診

とても少ない
自己負担で受診できます。 年に１回

受けら
れます。

コレステロールが高くて病院で薬をもらっています。自分の数
値が分かるので、病院の先生と相談しやすいし、目安になるの
で助かっています。（60代女性）

健康には自信がありましたが、家族に勧められ受診したとこ
ろ、血糖値が高いことが分かりました。生活習慣を見直す良い
きっかけとなりました。（50代男性）

歳になったら

30

35

40

45

50
全国

38.9
41.3

43.2 44.7
46.2 47.6

33.6

37.8
39.9 40.7

42.5
44.7

％ 受診率の推移

平成20年
出典　厚生労働省「特定健康検査・特定保健指導の実施状況」、厚生労働省提供「特定健診・特定保健指導に関するデータ」

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

栃木県

経年で未受診であった方が受診すると、既に生活習慣病のリスク
が高く医療を必要とする場合が多くなっています。
40歳になったら、早めに受診をしましょう！

声メタボ健診を受けた方のメタボ健診を受けた方の


